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勝
海
舟
（
写
真
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
）

と
扁
額
「
近
松
小
学
」（
西
新
井
小
・
上
段
）

と
「
梅
島
小
學
校
」（
梅
島
小
・
右
）

小
特
集
　
勝
海
舟
の
扁
額
と
足
立

　

幕
末
明
治
の
立
役
者
の

一
人
、
勝
海
舟
の
書
が
足

立
区
の
二
つ
の
小
学
校
に

伝
来
し
て
い
ま
す
。
昨
年

一
月
、
教
育
委
員
会
と
地

域
文
化
課
文
化
財
係
に

よ
っ
て
修
復
が
行
わ
れ
、

今
年
の
六
月
～
七
月
期
に

本
墨
蹟
扁
額
を
含
め
た
幕

末
明
治
の
名
筆
を
集
め
た

展
覧
会
を
郷
土
博
物
館
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ

こ
で
、
二
つ
の
作
品
に
つ

い
て
小
特
集
で
お
届
け
し

ま
す
。　
（
郷
土
博
物
館
）

　

勝
海
舟
（
一
八
二
三
～
九
九
）
は
開
明

的
な
幕
府
旗
本
で
戊
辰
戦
争
の
と
き
に
は

徳
川
家
の
軍
事
総
裁
で
し
た
。

　

明
治
以
降
は
明
治
政
府
で
海
軍
卿
な
ど

も
務
め
ま
し
た

が
、
政
府
と
距

離
を
お
き
ま
し

た
。

　

い
っ
ぽ
う
幕

末
明
治
の
人
ら

し
く
漢
籍
教
養

も
豊
か
で
、
名

筆
家
と
し
て
山

岡
鉄
舟
、
高
橋

泥
舟
と
と
も

に「
幕
末
三
舟
」

と
称
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

両
校
の
扁
額

は
幕
臣
時
代
の

「
安
房
守
」
か

ら
と
り
明
治
時

代
に
用
い
た

「
安
芳
」
の
名

に
雅
号
に
海
舟

を
付
し
「
海
舟

勝
安
芳
」
と
し

て
い
ま
す
。

�（
2
頁
に
つ
づ
く
）

　

小
特
集
　
寄
稿
①

近
松
松
次
郎
の
資
料

�

矢
沢
幸
一
朗

　

昨
年
、「
足
立
の
学
童
疎
開
を
語
る
会
」

会
長
の
木
嶋
孝
行
さ
ん
の
実
家
に
遺
さ
れ

た
明
治
時
代
の
「
地
券
証
」
を
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
次
頁
写
真
）。
近

松
の
土
地
を
木
嶋
さ
ん
が
譲
り
受
け
た
と

い
う
地
券
証
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
地
券

に
「
西
新
井
村
第
拾
貮
番
字
後
耕
地
」「
近

松
の
住
所
が
「
下
谷
区
上
野
花
園
町
持
主

近
松
松
次
郎
…
…
明
治
十
二
年
」
と
あ
り

ま
す
。

　

裏
面
の
書
き
込
み
は
「
同
村
（
西
新
井

村
）
木
島
安
太
郎
・
書
ノ
地
所
自
今
右
記

名
者
所
有
タ
ル
ヲ
確
認
ス
明
治
十
三
年
三

月
主
事
…
」
と
あ
り
ま
す
。
近
松
松
次
郎

の
地
所
が
、
近
松
家
か
ら
木
島
家
に
も

移
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
西
新
井
小

【
◯ⅰ
近
松
小
学
】　

現
西
新
井
第
一
小
学
校

北
側
に
あ
っ
た
明
治
初
期
の
公
立
学
校
で

す
。
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
名
称
は
土
地
の
寄
贈
者
の

近
松
松
次
郎
に
ち
な
み
ま
す
。
明
治
二
二

（
一
八
九
九
）
年
に
西
新
井
村
が
成
立
し

た
と
き
本
木
尋
常
小
学
校
西
新
井
分
教
場

と
な
り
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に

西
新
井
小
学
校
が
新
設
開
校
さ
れ
場
所
も

現
在
地
に
移
り
、
近
松
松
次
郎
の
顕
彰
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
松
次
郎
は
元

幕
臣
で
海
舟
に
揮
毫
を
頼
ん
だ
期
日
が
判

明
し
て
ま
す
（「
海
舟
日
記
」
明
治
十
三

年
三
月
二
十
一
日
条
）。

史談600号２月.indd   1 2018/02/06 (火)   11:59:56



平成 30年 2月 足　立　史　談 第 600号（2）

学
校
の
前
身
、「
近
松
学
校
」
を
寄
付
し

た
頃
、地
券
に
は
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）

年
に
上
野
花
園
町
に
居
住
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
松
小
学
設
立
の
う
ご
き
は
同
年

頃
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
近
松
家

が
近
松
小
学
へ
の
土
地
建
物
の
寄
附
や
、

木
島
家
へ
の
売
却
を
契
機
に
、
上
野
花
園

町
に
移
転
し
た
と
理
解
す
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
す
る
と
西
新
井
に
住
ん
だ
時

期
は
い
つ
か
ら
か
、
ま
た
転
出
は
い
つ
な

の
か
を
知
り
た
く
な
り
ま
す
が
、
な
ぞ
の

ま
ま
で
す
。

　

な
お
、
同
様
な
地
券
が
六
枚
も
木
嶋
方

に
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
松
小
学
の

拡
張
が
行
わ
れ
た
明
治
二
四（
一
八
九
一
）

年
に
は
木
島
安
太
郎
さ
ん
は
か
な
り
の
寄

付
を
し
た
と
い
う
感
謝
状
も
あ
り
ま
し

た
。

　

い
ま
か
ら
十
年
前
「
足
立
風
土
記
稿
」

の
調
査
編
纂
の
お
り
（
平
成
一
〇
・
一
九

九
八
年
）
に
、
上
野
東
照
宮
か
ら
池
之
端

へ
降
り
る
石
段
の
下
に
結
界
の
橋
が
あ

り
、
そ
の
ひ
っ
く
り
返
っ
た
親
柱
に
「
近

松
松
治
」
と
読
め
る
文
字
が
あ
り
ま
し
た

（
拓
本
　
左
）。
近
松
松
次
郎
の
「
次
」
と

異
な
り
ま
す
が
近
松
家
は
、
上
野
東
照
宮

の
造
営
も
担
っ
て
お
り
、
何
ら
か
の
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
立
史
談
会
役
員
）

　

小
特
集
　
寄
稿
②

近
松
松
次
郎
表
彰
碑
の
翻
刻

�

木
嶋
孝
行

　

西
新
井
小
学
校
に
あ
る
近
松
松
次
郎
の

顕
彰
碑
は
、
こ
れ
ま
で
も
足
立
風
土
記
資

料
『
記
念
碑
等
』（
平
成
４
年
、
足
立
区

教
育
委
員
会
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
同
書
で
は
碑
の
表
面
の
文
章
の

み
で
、
裏
面
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
翻
刻
し
て
紹
介

し
ま
す
。

【
翻
刻
】

（
表
面
）

　
　
　

表　
彰　
碑

明
治
五
年
学
制
頒
布
ノ
時
ニ
當
リ
近
松
松

次
郎
氏
ハ
兒
童
教
育
ノ
為
ニ
ト
テ
自
己
所

有
ノ
西
新
井
八
百
五
十
一
番
地
二
百
十
一

坪
ノ
敷
地
ト
四
十
坪
ノ
家
屋
ト
ヲ
當
時
ノ

西
新
井
村
ニ
寄
附
セ
ラ
レ
タ
リ
。
村
ニ
於

テ
ハ
之
ヲ
近
松
小
學
校
ト
称
シ
テ
兒
童
ヲ

収
容
シ
タ
リ
。
然
ル
ニ
明
治
二
十
二
年
町

村
制
施
行
ノ
際
、
本
木
、
興
野
、
西
新
井

ノ
三
村
合
併
シ
テ
現
在
ノ
西
新
井
村
ト
ナ

ル
ヤ
、
近
松
小
學
校
ハ
コ
レ
ヲ
本
木
小
學

校
分
教
場
ト
改
称
シ
タ
リ
。
爾
来
人
口
ノ

増
加
ニ
伴
ヒ
校
舎
増
設
ノ
必
要
ニ
迫
ラ
レ

現
在
ノ
地
ニ
當
分
教
場
ヲ
新
設
シ
、
大
正

十
二
年
四
月
三
日
移
轉
開
校
ス
ル
ニ
及

ビ
、
止
ム
ヲ
得
ズ
近
松
氏
ノ
寄
附
セ
ラ
レ

タ
ル
旧
分
教
場
ノ
敷
地
並
ニ
校
舎
ヲ
賣
却

シ
テ
之
レ
ガ
建
設
ノ
費
ニ
充
ツ
ル
ニ
至
レ

リ
。
茲
ニ
同
氏
ヲ
教
育
篤
志
者
ト
シ
テ
表

彰
建
碑
ノ
所
以
ヲ
略
記
ス
。

　
　
大
正
十
三
年
十
月
十
一
日
建
之

（
裏
面
・
一
段
目
）

　
西
新
井
村
長　
　
　
宝
田
文
次
郎　

　
助
役
建
設
委
員　
　
小
宮
権
之
助　

　
村
會
議
員　
　
　
　
木
島
安
太
郎　

　
　
〃　
　
　
　
　
　
国
井
勇
次
郎　

　
建
設
委
員　
　
　
　
田
ヶ
谷
音
次
郎

　
　
〃　
　
　
　
　
　
高
橋
源
次
郎

　
　
〃　
　
　
　
　
　
阿
出
川
金
次
郎

　
　
〃　
　
　
　
　
　
今
村
定
吉

　
　
〃　
　
　
　
　
　
竹
内
庄
次
郎

　
　
〃　
　
　
　
　
　
島
田
久
次
郎

　
　
〃　
　
　
　
　
　
國
井
八
五
郎

　
　
〃　
　
　
　
　
　
牧
野
清
三
郎

　
　
〃　
　
　
　
　
　
吉
沢
四
郎
吉

（
裏
面
・
二
段
目
）

　
建
設
委
員　
　
　
　
田
口
惣
八

　
　
〃　
　
　
　
　
　
瀬
田
吉
三
郎

　
学
務
委
員　
　
　
　
宝
田
金
太
郎

　
建
設
委
員　
　
　
　
片
野
安
久
之
助

　
　
〃　
　
　
　
　
　
小
宮
松
太
郎

　
　
〃　
　
　
　
　
　
土
屋
孫
三

　
　
〃　
　
　
　
　
　
大
家
長
七

　
学
務
委
員　
　
　
　
内
田
元
次
郎

　

裏
面
に
は
西
新
井
、興
野
、本
木
の
方
々

と
お
ぼ
し
い
お
名
前
が
あ
り
、
当
時
の
人

た
ち
の
近
松
小
学
へ
の
表
彰
の
気
持
ち
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
（
足
立
の
学
童
疎
開
を
語
る
会　
会
長
）

　
（
１
頁
か
ら
つ
づ
く
）

■
扁
額
「
近
松
小
学
」
ケ
ヤ
キ
（
欅
）

の
一
枚
板
で
タ
テ
七
八
一
㎜
×
ハ
バ

一
四
一
〇
㎜
の
寸
法
で
す
。
修
復
の
際
の

調
査
で
、
か
つ
て
一
度
、
墨
を
補
っ
て
い

た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
修
復
は
洗
浄
を

慎
重
に
行
っ
た
こ
と
で
文
字
が
よ
り
は
っ

き
り
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
扁
額
「
梅
島
小
学
校
」
絹
地
に
書
か

れ
て
額
に
入
っ
て
お
り
、
寸
法
は
タ
テ

六
〇
〇
㎜
×
ヨ
コ
二
〇
〇
〇
㎜
で
す
。
修

理
に
際
し
て
、
裏
板
を
外
し
た
と
こ
ろ
次

の
通
り
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
判
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（3）第 600号 足　立　史　談 平成 30年 2月

明
し
ま
し
た
。

（
由
来
書
）

　

明
治
二
十
五
年
十
月
廿
九
日

　

梅
島
小
学
校
創
立
に
つ
き

　

記
念
と
し
て

　
　

村
長
牛
込
金
三
氏
よ
り

　
　

寄
贈
せ
ら
る

　

一
、
大
正
十
三
年
六
月　
　

改
表
装

　

一
、
昭
和
三
十
九
年
三
月　

改
表
装

こ
の
扁
額
が
南
足
立
郡
梅
島
村
の
初
代
村

長
、
牛
込
金
三
氏
か
ら
小
学
校
に
寄
贈
さ

れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
今
回
の
修
復
前
に
二

度
表
装
を
改
め
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
な
お
「
創
立
」
と
あ
る
の
は

現
在
地
に
校
舎
が
成
立
し
た
年
代
を
示
し

て
い
ま
す
（
ⅰ◯
参
照
）。

　

牛
込
金
三
氏
は
島
根
の
素
封
家
で
明
治

二
二
年
に
梅
島
村
が
成
立
し
た
時
の
村
長

で
し
た
（
在
任
期
間
は
～
明
治
三
〇
年
）。

本
由
来
書
が
記
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
九

（
一
九
六
四
）
年
に
表
装
を
改
め
た
と
き

で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
成
立
年
代

は
不
明
で
し
た
が
、
本
扁
額
が
明
治
二
五

（
一
八
九
二
）
年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
こ
の
頃
の
海
舟
は
枢
密
顧
問
官

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
残
し
た
時
期
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
書
・
墨
蹟
は
漢
籍
や
俳
諧
の

教
養
が
豊
か
だ
っ
た
江
戸
か
ら
明
治
時
代

の
人
び
と
が
愛
好
し
た
美
術
品
で
し
た
。

形
式
は
本
資
料
の
よ
う
な
扁
額
の
場
合

や
、
軸
装
さ
れ
床
の
間
を
飾
る
場
合
、
さ

ら
に
は
屏
風
装
に
し
て
披
露
す
る
も
の
、

幟
に
染
め
て
催
事
で
掲
げ
ら
れ
る
例
な
ど

多
彩
で
し
た
。
博
物
館
や
区
内
に
は
幕
末

明
治
の
墨
蹟
が
あ
り
ま
す
。
博
物
館
に
は

幕
末
三
筆
の
一
人
、
市
河
米
菴
の
墨
蹟
屏

風
（
館
蔵
。
足
立
・
鴨
下
家
寄
贈
）、
幕

末
三
舟
の
山
岡
鉄
舟
書
「
自
然
有
余
樂
」、

さ
ら
に
西
園
寺
公
望
書
「
愛
物
」（
い
ず

れ
も
館
蔵
。
千
住
・
横
山
家
寄
贈
）、
区

内
の
寺
社
の
扁
額
に
も
多
く
の
名
筆
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
広
く
親
し
ま
れ
た

書
、
名
筆
の
鑑
賞
を
通
じ
て
歴
史
を
紐
解

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
代
表
が
両
小

学
校
の
勝
海
舟
の
扁
額
で
す
。

�

（
郷
土
博
物
館
）

【
◯ⅰ
梅
島
小
学
校
】　

現
在
の
梅
島
小
学
校

は
明
治
初
期
に
梅
田
五
丁
目
の
遍
照
院
を

仮
校
舎
と
し
た
梅
栗
小
学
校
（
う
め
ぐ
り

し
ょ
う
が
っ
こ
う
）
を
前
身
と
し
て
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
名
前
は
設
立
に
尽
力
し
た

梅
田
と
栗
原
に
因
ん
で
い
ま
す
。そ
の
後
、

明
治
二
二
年
に
市
制
町
村
制
が
施
行
さ
れ

る
の
に
伴
い
、
梅
栗
小
学
校
が
梅
島
尋
常

小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
梅
島
小

学
校
の
地
に
校
舎
が
落
成
し
、
移
転
し
た

の
が
明
治
二
五
年
で
し
た
。

　
　
お
知
ら
せ

■
六
〇
〇
号
記
念　

お
か
げ
さ
ま
で
本

紙
『
足
立
史
談
』
は
六
〇
〇
号
を
迎
え
ま

し
た
。
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
三
月

二
〇
日
の
創
刊
以
来
、
あ
し
か
け
五
〇
年

を
数
え
て
い
ま
す
。
当
初
の
ス
タ
イ
ル
は

Ｂ
５
判
４
頁
で
、
今
は
Ａ
４
判
と
な
り
ま

し
た
が
、
基
本
的
な
編
集
デ
ザ
イ
ン
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
刷
新
す
べ
き
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
か
ら
本

デ
ザ
イ
ン
の
ま
ま
が
『
足
立
史
談
』
ら
し

い
と
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
印
刷
経
費
も
輪
転
機
で
印
刷
す
る
よ
り

外
注
す
る
ほ
う
が
安
い
と
い
う
時
代
を
迎

え
、
往
時
の
ま
ま
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
面
で
ふ
り
か
え
る
と
、
す
で
に
初

期
の
号
は
い
ま
や
歴
史
資
料
と
な
っ
て
お

り
半
世
紀
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
諸
先
達

に
負
け
な
い
よ
う
継
続
で
き
れ
ば
と
企
図

し
て
い
ま
す
。
さ
て
六
〇
〇
号
と
と
も
に

足
立
史
談
会
も
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
、

博
物
館
と
共
催
で
左
記
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
演
題
＝
千
住
生
ま
れ
の
社
会
経
済
学
者

「
河
合
栄
治
郎
伝
」
／
講
師
＝
松
井
慎
一

郎
氏
（
聖
学
院
大
学
准
教
授
。
中
公
新
書

『
河
合
栄
次
郎
』
著
者
）
／
日
時
＝
四
月

二
二
日
午
前
一
〇
時
～
十
二
時
。
／
会
場

＝
足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
（
足
立
区
綾
瀬

一
‐
三
四
‐
七
）、
綾
瀬
駅
西
口
徒
歩
三

分
。
／
参
加
方
法
＝
当
日
会
場
へ
。
無
料
。

―
惜
別
―
安
藤
義
雄
さ
ん

　

足
立
史
談
会
の
名
誉
会
長
で
、
足
立
区

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
も
務
め
ら
れ
た

安
藤
義
雄
さ
ん
が
一
月
八
日
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、

南
足
立
郡
千
住
町
の
お
生
ま
れ
で
九
〇
歳

で
し
た
。

▼
知
識
と
情
熱　

郷
土
博
物
館
の
調
査
で

も
幅
広
い
知
識
が
た
び
た
び
活
か
さ
れ
ま

し
た
。近
年
で
も
、平
成
十
四（
二
〇
〇
二
）

年
、
い
ま
村
越
其
栄
の
代
表
作
と
な
っ
た

「
夏
秋
草
図
屏
風
」
が
千
住
河
原
町
稲
荷

神
社
で
見
出
さ
れ
た
と
き
安
藤
氏
に
よ
っ

て
琳
派
絵
師
の
作
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
場

で
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
の
保
存
や
研
究
の

契
機
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
平
成
二
十

（
二
〇
〇
八
）
年
に
花
畑
千
ヶ
崎
家
の
解

体
を
契
機
に
注
目
さ
れ
た
歌
人
画
家
・

千
ヶ
崎
梯
六
の
師
で
あ
る
画
家
石
井
柏
亭

は
、
安
藤
氏
の
母
校
文
化
学
院
に
在
籍
時

の
教
授
で
も
あ
り
、
昨
年
の
「
千
ヶ
崎
悌

六
」
展
の
意
義
を
区
内
に
広
め
る
こ
と
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▼
雑
学
の
知
恵　

そ
の
文
化
学
院
は
与
謝

野
晶
子
・
鉄
幹
夫
妻
が
主
導
し
た
総
合
教
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舩
津
文
渕
家
の「
谷
文
一
墓
石
銘
拓
本
」（
右
）と
、

千
住
仲
町
の
旧
家
に
伝
来
し
た
一
世
谷
文
一
《
日

光
霧
降
瀑
布
図
》（
左
）。
い
ず
れ
も
区
内
個
人
蔵
。

育
機
関
で
自
由
な
校
風
と
独
創
性
を
重
視

し
て
お
り
、
安
藤
氏
も
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

幅
広
さ
と
研
究
姿
勢
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

安
藤
氏
の
考
え
方
の
一
端
を
記
し
た
一

文
が
『
足
立
史
談
会
だ
よ
り
』
第
四
九
号

に
あ
り
ま
す
（
平
成
四
・
一
九
九
二
年
）。

雑
学
こ
そ
知
恵
の
結
晶
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
（
右
写
真
）。
こ
の
考
え
方
を
背
景

に
足
立
史
談
会
を
運
営
さ
れ
、
資
料
所
蔵

者
、
研
究
者
、
一
般
の
学
習
者
を
は
じ
め

多
く
の
人
々
の
結
節
点
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
安
藤
氏
が
編
ん

だ
交
流
網
は
、
い
ま
足
立
区
の
歴
史
、
美

術
、
生
活
文
化
に
か
か
わ
る
人
々
の
大
き

な
基
盤
で
す
。

▼
執
筆･

編
集　
『
足
立
史
談
会
だ
よ
り
』

は
安
藤
氏
の
手
書
き
文
字
の
印
刷
物
で
し

た
が
、
七
四
号
（
平
成
六
・
一
九
九
四
年

五
月
）
ま
で
が
手
書
き
、
翌
号
の
一
ペ
ー

ジ
の
み
手
書
き
で
、
七
六
号
以
降
は
ワ
ー

プ
ロ
印
刷
の
版
下
と
な
り
ま
し
た
。

　

手
書
き
か
ら
ワ
ー
プ
ロ
と
執
筆
手
段
が

変
化
し
て
も
氏
の
編
集
・
執
筆
は

続
き
ま
す
。
編
集
と
い
う
仕
事
の

足
跡
を
見
て
も
、
足
立
区
で
『
あ

だ
ち
広
報
』の
編
集
で
活
躍
さ
れ
、

昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
の
『
新

修
足
立
区
史
』
で
は
事
務
局
を
、

『
足
立
風
土
記
』
シ
リ
ー
ズ
（
平

成
十
六
・
二
〇
〇
四
年
終
了
）
で

は
編
さ
ん
委
員
と
し
て
主
導
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
本
誌
『
足
立

史
談
』
は
創
刊
号
か
ら
四
〇
〇
号

ま
で
安
藤
氏
の
編
集
で
し
た
。

▼
歴
史
と
文
学　

著
作
も
多
彩
で
す
。
ペ

ン
ネ
ー
ム
「
牧
野
三
郎
」
名
の
詩
集
が
『
牧

野
三
郎
詩
集
』（
假
街
社
、一
九
五
一
年
）、

『
詩
集
「
声
」』（
研
進
社
、
六
六
年
）、『
猫

　

牧
野
三
郎
詩
集
』（
涯
の
会
、八
九
年
）、

『
猫
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２　

牧
野
三
郎
詩
集
』（
涯

の
会
、
八
九
年
）
が
あ
り
、
個
別
の
論
考

で
は
「
奥
の
細
道
に
係
わ
る
事
項
の
総

括
」（『
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
紀
要
』
第

十
一
号
、平
成
三
・
一
九
九
一
年
）
や
、「
足

立
区
及
び
近
隣
の
巡
拝
に
関
す
る
総
括
」

（『
同
』第
十
五
号
、平
成
五
・
一
九
九
三
年
）

を
発
表
。
ま
た
足
立
区
郷
土
史
料
刊
行
会

の
「
史
談
文
庫
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
足
立
区

の
郷
土
史
と
江
戸
文
化
を
機
軸
に
数
多
く

上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
紹
介
し
た
幅
広
い
豊
か
さ
か
ら
、
教

養
人
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
な
「
安
藤

先
生
」
で
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　

�

（
編
）

　
文
化
遺
産
調
査
企
画
展

谷
文
晁
と
二
人
の
文
一

�

―
３
月
６
日（
火
）～
５
月
13
日（
日
）―

　

郷
土
博
物
館
で
は
新
出
資
料
を
調
査
研

究
す
る
文
化
遺
産
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
江
戸
文
人
画
の
主
導
者
、
谷

文
晁
と
一
世
文
一
、二
世
文
一
の
江
戸
絵

画
や
諸
資
料
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
一
世
谷
文
一　

谷
文
晁
の
女
婿
で
後
継

者
だ
っ
た
一
世
文
一は
文
化
十
五
（
一八
一八
）

年
三
月
十
八
日
（
新
暦
四
月
二
三
日
）、

わ
ず
か
三
十
二
歳
（
数
え
年
）
で
夭
逝
し

ま
す
。
略
歴
を
記
す
「
谷
文
一
墓
石
銘
」

は
下
谷
組
の
文
人
で
書
家
・
儒
学
者
の
亀

田
鵬
斎
の
筆
で
し
た
。
し
か
し
墓
所
の
源

空
寺
（
台
東
区
東
上
野
）
は
関
東
大
震

災
と
空
襲
で
被
害
を
受
け
惜
し
く
も
墓
石

は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
良
質

な
拓
本
が
文
晁
門
人
の
舩
津
文
渕
家
（
足

立
区
江
北
）
か
ら
見
出
さ
れ
鵬
斎
の
筆
致

も
明
瞭
に
建
立
当
時
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

■
二
世
文
一　

文
晁
の
孫
で
万
延
元

（
一
八
六
〇
）
年
の
幕
府
遣
米
使
節
の
絵

師
で
も
あ
っ
た
二
世
文
一の
粉
本
資
料
も
ご

紹
介
し
ま
す
。
二
世
文
一は
舩
津
文
渕
と

親
し
く
交
流
し
足
立
に
幾
度
も
足
跡
を

遺
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
か

天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
銘
で
「
文
一
先
生

送
帰
府
」
と
の
墨
書
の
あ
る
箱
か
ら
、
文

晁
、
文
一の
落
款
が
五
つ

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
一

つ
が
蛙
を
施
し
た
木
製

の
「
江
東
文
晁
之
印
」

で
す
（
下
写
真
）。
蛙

は
多
産
や
「
無
事
に
か

え
る
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
か
ら
吉
祥
意

匠
で
し
た
。

■
谷
文
晁
の
新
資
料　

さ
ら
に
千
住
酒

合
戦
の
摺
物
の
発
見
を
契
機
に
研
究
交
流

し
て
い
る
国
立
市
教
育
委
員
会
所
蔵
の
本

田
家
資
料
か
ら
、
谷
文
晁
の
《
山
水
図
》

や
江
戸
文
人
の
書
画
を
集
め
た
画
帖
を
招

来
し
ま
す
。

　

今
年
は一
世
谷
文
一の
没
後
二
〇
〇
年
で

す
。
こ
れ
を
記
念
し
文
晁
、
一
世
文
一、二

世
文
一と
い
う
三
世
代
の
新
資
料
か
ら
、
谷

家
と
江
戸
近
郊
社
会
の
文
化
を
見
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
展
覧
会
で
す
。
調
査
報
告

会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ
き
、
多

く
の
ご
意
見
・
ご
指
導
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。�

（
文
化
遺
産
調
査
担
当
）
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